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平成 27 年度家内労働実態調査の概要 

 

１ 目的 

  東京都内において電気機械器具製造業等の事業を営む委託者と東京都内在住の家内労働者

について委託の状況及び工賃の状況を明らかにすること。 

 

２ 調査手法 

  アンケート方式による通信調査 

 

３ 調査対象 

（１）委託者 

    東京都内において、日本標準産業分類における、電子部品・デバイス・電子回路製造業、

電気機械器具製造業、情報通信機械器具製造業を営む 61 委託者 

（２）家内労働者 

    上記の委託者から委託を受ける家内労働者 210 人。 

（１委託者当たり、3 人の家内労働者を対象としたが、最低工賃該当工程を委託している

委託者については 6 人の家内労働者を対象とした。） 

 

４ 調査対象時期 

（１）委託者 

    平成 27 年 6 月、7 月 

（２）家内労働者 

    平成 27 年 6 月、7 月、10 月 

 

５ 調査期間 

（１）委託者 

    平成 27 年 7 月 15 日～9 月 2 日 

（２）家内労働者 

    平成 27 年 7 月 15 日～12 月 22 日 
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６ 調査項目 

（１）委託者 

    工賃の決定事由、仕事の量・工賃単価・仕事内容の推移、家内労働者に対して一箇月当た

りに支払う工賃額、最低工賃該当工程の工賃及び 1 時間当たりの予測出来高、最低工賃に該

当しない工程の工賃及び 1 時間当たりの予測出来高。 

（２）家内労働者 

    性別、年齢、家内労働の形態、経験年数、一箇月当たりの就労日数、1 日当たりの就労時

間数、一箇月当たりの工賃額、仕事の量・工賃単価・仕事内容の推移、家内労働に要する経

費、最低工賃該当工程の工賃及び 1 時間当たりの出来高、最低工賃に該当しない工程の工賃

及び 1 時間当たりの出来高。 

 

７ 調査の状況 

（１）委託者 

    
調査件数 

（A) 

郵送不能 

（B) 

回答なし 

（C) 

事業廃止 

（D) 

委託なし 

（E) 

委託あり 

（Ｆ） 

    
 

最低工賃 

非該当 

（Ｇ) 

最低工賃 

該当 

（Ｈ)  

件 数 61 0 1 1 25 34 25 9 

比率(%)   
0 1.64% 1.64% 40.98% 55.74% 73.53% 26.47% 

（B/A) （C/A) （D/A) （E/A) （F/A) （G/F) （H/F) 

 

（２）家内労働者 

  

調査件数

（A) 

回答なし 

（B) 

回答件数 

（C) 

  

最低工賃 

非該当 

（D) 

最低工賃 

該当 

（E)  

件 数 210 150 60 47 13 

比率(%)     
28.57% 78.33% 21.67% 

（C/A） （D/C) （E/C) 

 

８ 調査結果 

   別紙の通り 
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委 託 者 用 

家 内 労 働 実 態 調 査 票 

東京労働局 

※ お忙しいところ大変恐縮ですが、ご協力をお願いいたします。 

この調査は、最低工賃改正のための審議会資料とするものです。それ以外の目的に使用することは

ありませんので、ありのままを記入してください。平成 27 年 6 月現在の状況について、該当すると

ころに記入又は○印を付けた上、同封の返信用封筒で平成 27 年 7 月 31 日までに返送してください。 

 

事業所名 
 

 
記入担当者氏名 

 

所在地 
 

 
電話番号 

 

主要取扱品 
 

雇用労働者数 
 

Ａ 貴社では仕事の一部を、東京都内の事業所から家内労働者（内職として他人を使わず家族だけで仕事をする人）

に委託（外注）していますか。 

① はい⇒（Ｃへ進みＪまで記入して下さい。） 

② いいえ⇒（Ｂへ進んで下さい。） 

 

Ｂ 東京都内の事業所において過去に委託を行っていたことはありますか。 

 ① もとより委託を行っていない。 

 ② 委託を行っていたが、取りやめた。 

  （委託を取りやめた時期を下記より項目より選択して下さい。） 

     ①5年以上前に取りやめた。 

     ②5年前以後、3年以上前に取りやめた。 

     ③3年以内に取りやめた。 

（委託を取りやめた理由を下記項目より選択して下さい。複数選択可能） 

     ①仕事自体が無くなった。 ②委託せず社内で行うことにした。 ③他社へ外注した。 

     ④仕事を国内の東京都外の拠点に移した。 （移転先：              ） 

     ⑤仕事を海外の拠点へ移した。 （移転先：              ） 

     ⑥その他（                            ） 

（ご協力ありがとうございました。） 
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Ｃ 平成 27 年 6 月中に仕事を委託した家内労働者は何人ですか。 

  ※ 平成 27 年 6月中に委託をしなかった場合は、5月以前に委託 

   をした 1 か月間について記入してください。 

 

 

 

Ｄ 家内労働者の工賃（単価）を決めるとき、最も重視するものはどの事項ですか。 

 ①同業者の工賃（相場）      ②法定の最低工賃    ③パートタイマーの賃金  

 ④類似業務を行う雇用労働者の賃金 ⑤法定の最低賃金    ⑥売上げ・利益率  

 ⑦取引先との契約価格        

⑧その他（                                       ） 

 

 

 

Ｅ 委託する仕事の仕事量、工賃額、仕事の内容は、以前に比べて変化していますか。 

 （１）仕事量について  

 

 

 

 （２）工賃単価について 

 

 

 

 （３）仕事内容について 

 

 

 

 

Ｆ 東京都内在住の家内労働者に支払った平成 27 年 6 月分の家内労働者一人当たりの工賃額はいくらですか。支払い

額区分別に家内労働者数を記入してください。 

①１万円未満   人 ②1～2万円未満 人  ③2～3万円未満  人 ④3～5万円未満 人 

⑤5～10 万円未満 人 ⑥10～20 万円未満 人 ⑦20～30 万円未満 人 ⑧30 万円以上  人 

（注）人数の合計は、上記Ｃで回答した「都内在住」の人数と一致するようにしてください。 

  

都内在住 男 人 女 人 

他府県在住 男 人 女 人 

約 1年前と比べて ①増やした（  ％） ②横這い ③減らした（  ％） 

約３年前と比べて ①増やした（  ％） ②横這い ③減らした（  ％） 

約 1年前と比べて ①上げた（  ％） ②変わらない ③下げた（  ％） 

約３年前と比べて ①上げた（  ％） ②変わらない ③下げた（  ％） 

約 1年前と比べて ①大分変わった ②半分程変わった ③変化なし 

約３年前と比べて ①大分変わった ②半分程変わった ③変化なし 
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Ｇ 次の品目、工程、規格に該当する作業を委託している場合、その工賃単価と 1時間作業をした場合の平均予測出

来高を教えてください。 

品 目 工 程 規 格 工賃単価 

1 時間あたりの 

予測出来高 

電気部品（プリン

ト基盤に用いる

ものに限る。） 
整形のうち、足の曲げ 

2 本のリード線について行

うもの 

 

1 個につき 

 

   円  銭 

 

 

 

     個 

プリント基板 

部品の差し 
1 個につき 

   円  銭 

 

     個 

部品の差し、折り曲げ及び切り 
1 個につき 

   円  銭 

 

     個 

部品の差し、折り曲げ、切り 

及び手はんだ 

1 個につき 

   円  銭 

 

     個 

ＩＣの差し 

足の本数が 28 本以下のも

の 

1 個につき 

   円  銭 

 

     個 

足の本数が 30 本以上のも

の 

1 個につき 

   円  銭 

 

     個 

マスキング 

（後付け部品のための穴に 

 テープを貼ることをいう。） 

テープの幅６㎜以下、長さ

30 ㎜以上 70 ㎜以下につい

て行うもの 

1 か所につき 

 

   円  銭 

 

 

    か所 

コネクター 

差し 

（リード線又はシールド線の端末に取

り付けられた端子をコネクターに差し

込むことをいう。） 

 

 

 

 

 

1 端子につき 

 

   円  銭 

 

 

 

    端子 

シールド線 

端末加工（表面の絶縁被覆部分がはぎ取

り済みとなっているシールド線の一端

について、アース線をより分けてよじ

り、しん線の絶縁被覆をはぎ取った後、

当該アース線及びしん線の端末をハン

ダ付けすることをいう。） 

 

 

1 しんで、かつ、15 ㎝以上

の長さのシールド線につ

いて行うもの 

 

 

1 か所につき 

 

   円  銭 

 

 

 

 

    か所 

チューブ挿入（端末加工の途中又は終了

したシールド線の一端について、よじり

済みのアース線にビニールチューブを

通した後、固定用チューブを通し、加熱

して密着させることをいう。） 

15 ㎝以上の長さのシール

ド線について行うもの 

 

1 本につき 

 

   円  銭 

 

 

 

     本 

スライド 

 スイッチ 
端子差し 

単独又は２以上連結 

した端子 

1 差しにつき 

   円  銭 

 

    差し 
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Ｈ Ｇの品目、工程、規格以外の仕事を委託しているときは、その内容及び工賃単価、並びに、１時間当たりの平均

出来高（作業量）を記入してください。 

品 目 

工 程 

（見取図等で分かり易く書いてく

ださい。） 

規 格 

（長さ、大きさ、部品の

点数等） 

工賃単価 

（単位及び工賃

額） 

１時間当たり 

の出来高 

（数量） 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

    

 

Ｉ Ｇ及びＨの作業のための工具を、家内労働者に支給していますか。 

① はい 

② いいえ 

  支給している場合、使用する工具名（            ）工程名（           ） 

 

Ｊ 現在の業界の状況や、家内労働の委託状況等についてご意見をご記入ください。 

                                                    

 

                                                    

 

                                                    

 

                                                    

 

◆ お忙しいところご協力ありがとうございました。 
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家内労働者用 

家 内 労 働 実 態 調 査 票 

東京労働局 

※ お忙しいところ大変恐縮ですが、電気機械器具製造業関係の家内労働（内職）を行っている皆様にご協 

 力をお願いいたします。 

この調査は、最低工賃改正のための審議会資料とするものです。それ以外の目的に使用することはありま

せんので、ありのままを記入してください。該当するところに記入又は○印を付けた上、同封の返信用封筒

で平成 27年 8月 7日までに返送してください。 

Ａ 性別と年齢（平成 27 年 6 月 1 日現在）をお答えください。 

 １ 性別  男  女          ２ 年齢     歳 

 

Ｂ あなたは、どのような形態で家内労働（内職）を行っていますか。 

 １ 専業型（家内労働が世帯の主な収入源で本業としている。） 

 ２ 内職型（家計の補助として家内労働をしている。） 

 ３ その他（                       ） 

 

Ｃ 現在行っている家内労働の仕事の経験年数はどのくらいですか。（委託者が変わっても、同種の仕事 

 を継続していれば、それも通算してください。） 

            年 

 

Ｄ 平成 27 年 6月中に行った仕事についてお答えください。 

※平成 27年 6 月に仕事がなかった場合は、5月以前に仕事を行った１か月間について記入してください。 

 （平成  年  月分） 

 １ 何日間仕事をしましたか。               日 

 ２ １日何時間仕事をしましたか。   ①長い時   時間  ②短い時   時間  ③平均   時間 

 ３ １か月の工賃収入はいくらでしたか。          円 

 

Ｅ 現在行っている仕事の仕事量、工賃単価、仕事の内容は、以前と比べてどう変化していますか。 

 

 （１）仕事量について 

 

 

 （２）工賃単価について 

 

 

 （３）仕事内容について 

 

約 1年前と比べて ①増えた ②減った ③変化なし 

約３年前と比べて ①増えた ②減った ③変化なし 

約 1年前と比べて ①増えた ②減った ③変化なし 

約３年前と比べて ①増えた ②減った ③変化なし 

約 1年前と比べて ①大分変わった ②半分程変わった ③変化なし 

約３年前と比べて ①大分変わった ②半分程変わった ③変化なし 
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Ｆ あなたが仕事をする上での必要経費（自分で負担する金額）は、１か月平均いくらかかりますか。 

 １ 電気代         円  ２ 部品代         円 

 ３ 手工具代        円  ４ その他         円  ５ 合計         円 

Ｇ 工賃単価及びあなたの出来高（作業量）について 

 １ 次の品目、工程、規格に該当する作業を行っている場合、その工賃単価と 1時間作業をした場合の出来高数 

  量を教えてください。 

品 目 工 程 規 格 工賃単価 
1 時間あたりの 

予測出来高 

電気部品（プリン

ト基盤に用いる

ものに限る。） 

整形のうち、足の曲げ 

2 本のリード線について

行うもの 

1 個につき 

 

   円  銭 

 

 

     個 

プリント基板 

部品の差し 
1 個につき 

   円  銭 

 

     個 

部品の差し、折り曲げ及び切り 
1 個につき 

   円  銭 

 

     個 

部品の差し、折り曲げ、切り 

及び手はんだ 

1 個につき 

   円  銭 

 

     個 

ＩＣの差し 

足の本数が 28本以下のも

の 

1 個につき 

   円  銭 

 

     個 

足の本数が 30本以上のも

の 

1 個につき 

   円  銭 

 

     個 

マスキング 

（後付け部品のための穴に 

 テープを貼ることをいう。） 

テープの幅６㎜以下、長

さ 30 ㎜以上 70 ㎜以下に

ついて行うもの 

1 か所につき 

 

   円  銭 

 

 

    か所 

コネクター 

差し（リード線又はシールド線の端末に

取り付けられた端子をコネクターに差

し込むことをいう。） 

 

 

 

1 端子につき 

 

   円  銭 

 

 

    端子 

シールド線 

端末加工（表面の絶縁被覆部分がはぎ取

り済みとなっているシールド線の一端

について、アース線をより分けてよじ

り、しん線の絶縁被覆をはぎ取った後、

当該アース線及びしん線の端末をハン

ダ付けすることをいう。） 

 

 

1 しんで、かつ、15 ㎝以

上の長さのシールド線に

ついて行うもの 

 

 

1 か所につき 

 

   円  銭 

 

 

 

 

    か所 

チューブ挿入（端末加工の途中又は終了

したシールド線の一端について、よじり

済みのアース線にビニールチューブを

通した後、固定用チューブを通し、加熱

して密着させることをいう。） 

 

15 ㎝以上の長さのシール

ド線について行うもの 

 

1 本につき 

 

   円  銭 

 

 

 

     本 

スライド 

 スイッチ 
端子差し 

単独又は 2以上連結 

した端子 

1 差しにつき 

   円  銭 

 

    差し 
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 ２ 前のページに記載されている品目、工程、規格以外の仕事をしているときは、その内容及び工賃単価、並び 

  に、１時間当たりの平均の出来高（作業量）を前ページの要領で記入してください。 

 

品 目 

工 程 

（見取図等で分かり易く書いて 

          ください。） 

規 格 

（長さ、大きさ、部品 

      の点数等） 

工賃単価 

（単位及び  

   工賃額） 

１時間当たり 

の 

出来高（数量） 

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

● 家内労働（内職）をされていて、困っていることやご意見等がありましたらご記入ください。 

 

                                                    

 

                                                    

 

                                                     

 

                                                     

◆ お忙しいところご協力ありがとうございました。 
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